



た。地域の園や学校の先生方、専門機関の職員の方々と子どもの発達や障害、保育と教育の現状を話し合い、そこでニーズを捉え 相談室で支援できることを考えていく、そ ような姿勢で約半年間 取り組んでまいりました。その取り組みの内容を①相談による支援、②研修会や勉強会に る支援に分けて紹介し、そこから得た課題と今後の相談室の方向性について、記していきます。
発達・教育相談室の取り組みの内容①相談による支援
発達・教育相談室では、園や学校の先生方を対象と












の他に、障がいを抱えているかもしれないけれども、その見極めが難し お子さんが増えていると言われています。クラスにそうしたお子さんが複数いることが珍しくなく、現場の先生方がクラス運営に非常に困っていることが報告されています（木原、２００６）。しかしながら、そうした困難な状況は、障がいを抱えてる子や見極めが難しいと言われる子 いるために生まれてくるものではありません。遊びや活動を通して、一人ひとりの子どもと先生が関わる中で、問題とされる状況が生じてくるのです。それを考え ば、障がいの有無に関わらず、一人ひ り 子どもを丁寧に理解した上で、どのようにすれば活動や遊び 楽しむことができ、そこ いる大人と がよ 豊かな関係を培うことができるのかが支援 焦点とな ます。それが、発達・教育相談室が大切に ている視点で
発達・教育相談室を活用してくださっている白梅幼
稚園は、子ども一人ひとりの遊びと仲間関係を大事にしているとお聞きしました。そ 保育の考え方に相談員は共感を覚え、相談活動において、一人ひとりの子どもを大切にしたクラス作りを意識しすすめ きました。その中で、先生方には「子ども 成長や変化を改めて感じることができた」「子どもを見る視点が広
がった」「今後の保育のヒントが得られた」等の感想を頂いています。
園や学校の先生方を対象にする他に、保護者の相談






緒子准教授に「気になる子の対応と保護者 」 関して話していただき 地域の幼稚園・保育園の先生方と共に「気 なる子どもとその保護者」について理解を深めることがで
2回目は相談室
を支えてくださっている専門家チームの一員である牧野晶哲先生に「幼保小、そして家庭との関係づくり連携」につい 、スクールソーシャルワ ク いう視点でお話しいただきました。幼稚園・専門機関の先生方が参加され、親子そして家族をどのように捉えるか、保護者と具体的にどのようにやりとりするか等を、学び合うことができました。今後も ニーズに即した話題を提供し、研修会を実施していく予定です。
それとは別に、月に
1回、夕方の時間に、予約なし

















えていただきながら、前進しております。ここで厚く御礼を申し上げるとともに 今後もご指導 ほど、ろしくお願 申し上げます。
引用文献木原久美子２００６巡回相談はどのように障害児統
合保育を支援するか‐発達臨床コンサルテ ショ の支援モデル‐
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